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論集第7号（1992年）

スウェーデン語専攻学生のためのデンマーク語簡略文法

完了形一一

新谷俊裕

Kortfattet　dansk　gra韮n鵬aもik　for　sveRsksもuderende

　　　　　　　　　　　　　　　　－　　Perfekもu∬蓬　一

Toshih玉ro　S｝｛玉NTANI

1）er　er　nu　g含e毛　fem　急r，　sideB　der　i　1987　blev　opre£tet　et　kursus　i　艇dansk　for

svenskstuderefide”　her　ved　Osaka　Gaikokugo　l）aigaku　（Osal｛a　Univers猛y　of　Foreign

S土udies）．S重den　oprettelsen　har　jeg　P色tage之　餓ig　den　oPgave　aも　undervise　p色　de亀te

kursus　o9　毛記nlくt，　at　det　vil董e　v田re　田eget　godt　｛！or　sve轟skstuderende，　hvis　der

eks量sterede　eR　line　dansk　gram膿atik，　ved　hvis　h　jeelp　de　hur鰻gt　虻unne　f急　over－

blik　over　sprogets　opbygning　i　deres　studiers　宅id1圭gere　sもadier．　ドor　ca．　tre

m含Beder　sideR　fik　jeg　玉ejlighed　til　a「t　skrive　en　“Kortfatte毛　dansk　gra魏rr蓋at量k　for

svenskstu（ieren（le　－　　foneもil〈，　ordforr盒（圭　09　m◎rfologi　－”　（i　Kondo，　Tatsuo　（red．）

Geη90ηO　tαisyookenkγUU亡09◎9αkukyooiktt（置κ0η亡γαS伽五fη9〃fs亡鋭◎9　spγ09一

undeγvisniη9♪，　Osal《a　Gai｝くokugo　Daigaku，　1992，　11－54）．

　　　　Her　v圭l　jeg　beslくrive　brugen　af　perfelくtu職　重　dansk．

1．はじめに

　本学（大阪外国語大学）のデンマーク・スウェ　一一デン語学科にスウェーデン語專攻3学

無以上の学生を対象とする現代デンマーク語の授業が開講されてから5年が過ぎた．この

間，現代デンマーク語〈講読〉を担当してきた筆考は，スウェーデン語專攻学生がデン

マーク語の語形変化の特徴，統語上の特異点などを容易に概観できるような簡略文法が必

要であろうと考えていた．幸いなことに，このほど本学におけるプPジェクト「言語の対

照研究は語学教育に嬢何に役立つか」の研究報告の一端としてfスウェーデン語專攻学生
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スウェーデソ語専攻学生のためのデソマーク語簡略文法

のためのデンマーク語簡略文法一音声・語彙・語形変化一」（近藤達夫編集r言語の対

照研究と語学教育一一平成3年度教育研究学内特別経費プuジェクト研究成果報告書一囲

大阪外国語大学，緯92年3月31日，11頁一54頁1を著すことができた．本稿では．デン

マーク語の完了形の用法について，スウェーデン語との差異を念頭に置きながら，兇てい

くことにしよう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

2．完了の助動詞と動詞の種類

　スウェーデン語では〔助勤詞ha÷完了分詞（supinum）〕によって完了形を表すが，

デンマーク語では〔助動詞have＋過去分詞（prateritum　participium））または〔助動

詞varre＋過去分詞〕によって完了形を表す．

　注意1：デンマーク語文法では過虫分詞《preeteritum　particlpiusu＞をperfektum　participiuen

と呼ぷ場合もあるが，これをi’wtすると〈完了分詞〉となり，スウェーデン語のsupinurnの訳語

く完了分詞〉との混同が生じる恐れがある．したがって，本稿ではデンマーク語の場金には過表分

詞lpreteritum　participium｝という用語を用いる．

　動詞には，概して「ある状態から別の状態への椎移」を表す“推移動詞”（◎vergaRgs－

verbum）（例：begyRde，　ske，　staRdse“s亀ama，　stopPa”，　falde至s¢vn“s◎mna”，　seette

sig，伯9Be“vakRa”，　dΦ，　komme等〉と，それに対立する，r行為自体や持続的状態まを

表す“行為動詞，状態動調”（proces－og　t　i　lstandsverbum）（例：fabrikere，　vaske◎p

“〈至iska”，　gennemlφbe　等；veere．　sove，　si（蓬de，　v盒ge　“vaka”，　1eve，　t母Rke，　dafise，　r盒be

等）がある。“推移動詞”の表す「推移」は時闘の流れの中の一瞬にしか起こらないもの

であり，このことは“行為動詞，状態動詞”の表す「行為そのものや，持続的状態」には

当てはまらない．

　デンマーク語では，完了の助勤詞veereは自動詞のうちで，（主語に起こった）状態の

変化・推移を表す“推移動詞”とともに用いられる．完了の助動調haveは自動詞のうち

の上記以外の場合，ならびにすべての他動詞とともに用いられる．

　“推移動詞”には「往還」の動詞g9，　komme，1¢be，　rejse等も入るが，それはヂ場所

の移動をした後の状態」（例：han　er齢et〈彼は（行ってしまって〉もうここにはいな

い＞＞に注騒した場合のことであり，動作・行為に注目し「動作の完了，継続，経験等」

を表す場合（例：RU　har　vi　gthet　1観ge〈我々eまもう長い間歩いている〉）には，f往還」

の動詞齢，komme，1¢be，　rejse等は“行為動詞”と考えられ．助動詞haveと結合し，

完了形を作る．

　注慧2：スウェーデン語の文法書Lindholm　1986：i27は，いくつかの「往還凄の動詞（r6relse－

verb》のperfekt　participがvaraと結び付いて完了形を作るとしている：例．De　br　kOtuna．｛；

De　har　koramit．）しかし．この用法が現代スウェーデン語においてどの程度一般的であるのかは大
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いに疑開があるそうである．一方，「往還」ではないがf消炎」を表す“推移動詞”であるf6rsvinna

では，Boken　ar　fOrsvunnenという完了形が可能である．これは，Boken　har　f6rsvunnitと1ま幾

分ニュァンスの違いがあるそうであるが．基本的な意味は同じであるという．しかし，こういった

〔vara＋perfekt　particiP〕による完了形は，英語のSpring　is　comeのように文語とされる程

ではないにしても，現代スウェーデン語ではあくまでも特殊な場合であるらしい．

　以下にデンマーク語の完了形の例をいくつか挙げる．

3．助動詞have十他動詞の過去分詞

　　　　　　　　　　　　　デンマーク語　　　　　　　　　　　　　スウェーデン語

　（1　）　De　har　altid　haft　prob｝emer　med　　　　〈2　）　De　har　a11もid　haft　problem　raed

　　　　　　　deres　（egne）　bΦrn．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sina　barn．

　　　　　〈彼らはいっも（自分たちの〉子供たちのことで悩んできた．〉

　（3　）　Hvad　har　du　lavet　i　dag？　　　　　　　　　　（4　）　Vad　har　du　gjor毛　i　dag？

　　　　　〈今日，何をしましたか？〉

　（5　）　Vi　har　kのbも　en　ny　bi1．　　　　　　　　　　　（6　）　Vi　har　k6pt　en　ny　biL

　　　　　〈我々は薪しい車を買いました．〉

　（7　）　Vi　har　studere宅　dansk　宝　et　halvt　　　（8　）　Vi　har　studerat　danska　ett　balvt

　　　　　　　色r　nu．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6r　nu．

　　　　　〈我々は今やデンマーク語を半年間学んできました．〉

　　（9　）　1）a　han　havde　leest　avisen，　1agde　　　　（10）　Nar　haB　hade　last　ti（lningen，

　　　　　　　han　den　til　s呈de．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝a（ie　han　den　含t　sidaB．

　　　　　　〈彼は新聞を読み終えると横に置いた．〉

　　（11）　Han　har　sat　sig　ve（圭　skrive－　　　　　　　（12）　Han　har　satt　sig　vi（l　sl〈riv－

　　　　　　　　bordet．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bordet．

　　　　　　〈彼は机のところに座った．〉（再帰動詞も催動詞扱いである．）

4．助動詞have＋自動詞の過去分詞

4．1．「継続」を表す文意の場合

　　　　　　　　　　　　　デンマーク語　　　　　　　　　　　　スウェーデン語

　　（13）　1）et　har　vacre宅　fint　vejr　i　denne　　　　（14＞　Det　har　vari£　fint　vader　（len　har

　　　　　　　uge．〈今週はいい天気でした．＞　　　　　　veclくan．

　　（15）　［）et　har　regnet　hele　dagen．　　　　　　　　（16）　Det　har　regnat　hela　dagen．

　　　　　　〈一日中雨が降っていました．〉

　　（17＞　Han　har　boet　i　Japan　i　もre　邑r．　　　　（18）　Han　har　bott　i　Japan　（i）　tre　Sr．

　　　　　　〈彼は日本に3年間住んでいます．〉
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（19）　銭an　　har　　boet　　i　　Japaa　　sideR　　　　（20）　Han　har　bot之　（／璽）　i　japaB

　　　　1989．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sedan　1989．

　　〈彼は日本に1989年から住んでいます．〉

（21）　Han　har　boe宅　i　Japan　siden　for　　　　（22）　Han　堕二　i　Japan　sedan　tre　6r

　　　　tre　6r　siden．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　til｝baka．

　　〈彼は3年前から日本に住んでいます．〉

　注意1：（17）は§4．2のヂ経験」を表し，〈彼は日本に3年問住んでいたことがある

〈しかし，今はもう住んでいない）．〉（例文（29））という意味や，§4．3の「行為の完了」

を表し，〈彼は日本に3年問住んだ（日本に3年間住むということを完了し，今，空港に

いて，これからデンマークに戻る飛行機に乗るところです｝．〉（例文（39））という意味に

もなりうる．一方，（19）は一義的で，〈今も日本に佳んでいる〉という「継続」の意味で

ある．（21＞は不可能ではないが，あまり用いられる言い方ではない．また，（2◎），（22）

のborという現在形を用いる醤い方はデンマーク語には見られない．

　注意2：ドイツ語はデンマーク語岡様にt完了形を作るのにhaben（デンマーク語のhaveに・棺

滋）とsein（デンマーク語のveereに相当1という2種の助動言遜を胴いるが．デンマーク語では

本動詞としてのveCre自体の完了形はhave　vecretであるのに対し，ドイッ語ではsein　gewesen

となる．

4．2．f経tw　」を表す文意の場合

　　　　　　　　デンマーク語　　　　　　　　　　　　スウェーデン語

　（23）　Jeg　har　veeret　i　I）aris　もe　gange．　　　　（24）　Jag　har　varit　i　Paris　宅v含

　　　〈私はパリに2［切行ったことがある．＞　　　　g＆nger．

　（25）　Pigen　har　tid蕪gere　heddet　　　　　　　　（26）　Flickan　har　tidigare　hetat

　　　　　Svendsen　　宅il　efternavn．　　　　　　　　　　　　　　　SvenssoB　i　efternamn。

　　　〈その娘は以前，姓がスヴェンセン（スヴェンソン〉でした．〉

　（27）　Han　har　re　jst　mege宅　i　｝andet．　　　　　（28）　HaR　har　rest　mycke毛　1　landet．

　　　〈彼はその国をよく旅行している．〉

　（29）　Han　har　boet　i　Japan　i　tre　色r．　　　　（30）　Han　har　botも　i　Japan　（i）　tre　邑r．

　　　〈彼は日本に3年問住んでいたことがある（しかし，今はもう住んでいない〉．〉

　注意：（29）は§4．1のf継続」を表すく17）や§4．3のf行為の完了」を表す（39｝と同形で

ある．
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4．3．「行為の完了」を表す文意の場合

　　　　　　　　デンマーク語　　　　　　　　　　　　スウェーデン語

　（31）　Nu　har　jeg　vasket　op　for　dig．　　　　　（32＞　Nu　har　jag　（3iska毛　f6r　dig．

　　　〈あなたの代わりに洗い物をしたところです．〉

　（33）Min　familie　havde　allerede　　　　　　（34）MiR　famil　j　hade　redan　註tit　den

　　　　　　spist　den　a、ぞ毛eR，　da　jeg　k◎m　　　　　　　　　　　　kvail，　d盒　jag　kom　ratも　sent

　　　　　ret　sent　hje蒲．　　　　　　　　　　　　　　　　　　hem．

　　　〈その夜，私がかなり遅く帰宅したときに，家族はすでに食事を終えていました．〉

　（35）　Jeg　har　玉ige　1φbeも　10　km．　　　　　　　　　（36＞　Jag　har　just　sprungit　10　km．

　　　〈私はたった今10km走ってきたところです．〉

　（37）Han　havde　redet　om　efter－　　　　　　　（38）Han　hade　ridit　P6　eftermiddagen．

　　　　mlddagen．〈彼は午後に乗馬をすませていました．〉

　（39）　Han　har　boe圭　i　Japan　i　tre　盒r．　　　　（40＞　HaR　har　｝）ott　i　Japalt　（i）　tre　含r．

　　　〈彼は日本に3年聞住んだ（住み終えて．これからデンマーク（スウェーデン）へ

　　　戻るところです。〉

注意1：§4．2の「経験」と§4．3の「行為の完了」は区別がつきにくい場合が多々あ

る．

注意2：（39》は§4．1の「継続」を表すG7）や§4．2の「経験」を表す｛29｝と同形である．

5．助動詞veere＋　自動詞の過去分詞

　rある状態から別の状態への推移」を表す“推移動詞”の典型的なものにblivet〈～

になる〉があり，このb圭iv♂は完了形では助動詞にveereを取る．一方，「持続的状態」

を表す“状態動詞”としてのblive2〈留まる；～のままである〉は．本来ならば完了の

助動詞にhaveを取るのが自然かと思えるのだが，実際にはblive’に引かれてか，完了

の助動詞にveereを取る（ドイツ語でもblive2に相当するb三eiben〈留まる；～のまま

である〉は完了の助動詞にseinを取る）．デンマーク語では，さらに受動態の助動詞と

してのblive助も受動態の完了形を作る場合に完了の助動詞にveereを取る．

　　　　　　　デンマーク語

（41）　Meelken　er　blevet　t　sur．

　　〈ミルクはすっぱくなった．〉

（43）’Han　er　blevet2　h　jemme　he｝e

　　　　dagen．

　　　　　　　スウェーデン語

（42）　M　j61kefi　har　blivit　sur．

（44）　Kan　har　stannat　hemma　hela

　　　　dagen．

〈彼は一日中（外出しないで）家にいた．〉
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Han　er　b圭evet助　ansat　i　eも　stort　　　　（46）　Han　har　b玉呈vit

　　ぞir蒲a．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stor　fir田a．

〈彼は大きい会社に就職した（雇われた）．〉

anstall（玉　　呈　en

　　blivet以外の“推移動詞”には「変化」，f生起」，「出現」，Y消失」，「開始」，

「終了」等を表す動詞がある．「生起」．「出現」は「“無”から“有”への椎移」を表し，

その逆の「“有”から“無”への推移」を表すのが「消失」といえよう．また，「開始」

も一種の「“無”から“有”への推移」を表し，f終了」はその逆を表すといえよう．また，

「変化」の中には「生起」，y出現」に近いものや，逆に『消失」に近いものもありうる．

5．1．　「変｛ヒ」

　　　　　　　　　　　　　デンマーク語

　（47）　3abyen　er　v合gne℃．

　　　　　〈赤ちゃんは目が覚めた．〉

　（49＞　Han　er　vokset　圭　det　sids重e　ゑr．

　　　　　〈彼はこの一年で大きくなった．〉

　（51）　Tepotte撤　er　revnet．

　　　　　〈ティーボットにヒビが入った．〉

　（53）　BileB　er　g合eむ　i　stykker。

　　　　　〈車は故障した．〉

　（55）　G含rden　er　breendt　ned　もi｝

　　　　　　　grURden．

　　　　　〈麗敷は燃え落ちてしまった．〉

　（57）　Der　er　faldet　mange　もags土en　ned

　　　　　　　under　stormen．

　　　　　〈嵐で瓦がたくさん落ちた．〉

　（59）　Regeringen　er　faldet．

　　　　　〈政府は倒れた．〉

　（61）　Det　gam｝e　tr紀　er　v詑王te毛．

　　　　　　くその古い木は倒れた．〉

　（63）　Eksperimentet　er　lykke（ies．

　　　　　　〈その実験は成功した．〉（s形動詞）

　　　　　　　　　　　スウェーデン語

（48）　3abyn　har　vakBat．

（50）　卜｛an　har　vaxt　（let　sis亀a　含ret．

（52）　Te｝くafinan　har　　spr纏c垂dt．

（5廷）　Bilen　har　g含土t　s6nder．

（56）　G含rden　har

　　　　　　grUfide登．

brunΩit　Rer　till

（58）　［）et　har　fa玉1it　ner　mゑnga　tal〈－

　　　　　　paBnor　under　stormen．

（60）Regeringen　har　avg色tt．

（62）

（64）

1）et　gam圭a　tradeも　har　ぞallit　o餓一

　kω1．

Experi恥eRtet　har　圭yckats．

　注意：（53＞の齢自体は「往還jの動詞であるが，齢lstykker全体ではく壊れる．

故障する〉という「変化」を表す“椎移動詞”である．また，（55）のbreende自体は
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〈燃える〉という意味の“行為動詞”あるいは“状態動詞”であるが，brrende　ned全体で

はく燃え尽きる，燃え落ちる〉という「変化」を表す“推移動詞”である（例：Lyset　er

nu　breendt　ned；det　har　breeBdt　hele　natten。〈ろうそくは燃え尽きた．それは夜じゅう

ずっと燃えていたの．だ．〉）．

5。2．「生nc　］，ジ出現」

　　　　　　　　　　　　　　デンマーク語　　　　　　　　　　　　　スウェーデン語

　（65）　Der　er　sket　alvorlige　ulykker　　　　　（66）　De北　har　ske土t　al｝varliga　olyckor

　　　　　　　　p盒　mOtOrVe3en．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P含　raO宅OrVagen．

　　　　　　〈自動車道路で大事故が起こった．〉

　（67）　Der　er　he｝nd亀　en　u重ykke　童　fiat．　　　　　（68）　Det　har　h該nt　en　olycka　i　natt．

　　　　　　〈昨夜事故があった．〉

　（69）　11den　er　ops竜含e土　i　kcelderen．　　　　　　（70）　Elden　har　b6r　jat　i　ka員are難．

　　　　　　〈火は地下で発生した．〉

　（71）　Der　er　fore9含et　meget，　s圭den　vi　　　　（72）　De宅　har　hant　mycket　sedan　vi

　　　　　　　　si（ist　S含S，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sthgS　sist．

　　　　　　〈我々が最後に会ってから，いろいろなことがありました．〉

5．3．r消失」

　　　　　　　　　　　　　　デンマーク語

　（73）　Der　er　forsvundeも　nogle　vigtige

　　　　　　　　paPlrer．

　　　　　　〈重要書類が珂枚かなくなった．〉

（74）

　　　　　　　　スウェーデン語

N色gra　v重ktiga　papPer　har　fbr－

　svunnit．　／　N含gra　V蓑k土iga　papper

ar　fOrsvunna．

（§2の注意2参照．）

5．4．f開始」

　　　　　　　　　　　　　　デンマーク語　　　　　　　　　　　　　スウェーデン語

　（75＞Er　filmen　a1王erede　　begyndt？　　　　　（76）Har　filmen　redan　b6r　jat？

　　　　　　〈映画はもう始まっていますか．〉

　（77）　Han　er　begyndt　at　ryge　igen．　　　　　　（78）　EaB　har　b6r　jat　r◎ka　igen．

　　　　　　〈彼は再び煙草を吸い始めた．〉

　〈79）　Han　er　begyfidt　p含　sine　studier．　　　　（80）　Ha賢　har　b6rjat　med　sina　studier。

　　　　　　〈彼は勉学を始めた．〉

　　しかし　　（81＞Han　har　begyndt　sine　studier．　　　（82）ffan　har　b6rja北　sina

　　　　　　　　　　　　　〈彼は勉学を始めた．〉　（他動詞）　　　　　studier．
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5．5．「終了」

　　　　　　　　　　　　デンマーク語

　（83）　Regnen　er　hのrt　OP．

　　　　　〈雨はやんだ．〉

　（85＞　Skydningen　er　holdも　oP．

　　　　　〈射撃は止まった，〉

　（87）　Jeg　er　hold之　op　med　at　ryge，

　　　　　〈私は煙草を止めました．〉

　　　　　　　　　　　スウェーデン語

（84》　Regnet　har　upph6rt．

（86）　Sk　jutningen　　har　　slutat．

（88）　Jag　har　slutat　att　rOka．

5．6．　「往還」

　以上の“機移動詞”の他に，Y往還」の動詞齢，　komme，1のbe，　rejse等も｛場所の移

動をした後の状態」に注目すると一種の「椎移」を表す．っまり，han　er　gaet〈彼は

（行ってしまって）もうここにはいない〉のような場合には，「“有”から“無”への推移」

を表し，一方，han　er　kommet〈彼は到着した（彼はここにいなかったのだが，到着して，

今はここにいる）〉のような場合には，「“無”から“有”への推移」を表す．したがって，

r往還」の動詞はこの場合には完了の助動詞にveereを取る．

　　　　　　　　　　　デンマーク語　　　　　　　　　　　　　スウェーデン語

（89）　Nu　er　han　gδe七．　　　　　　　　　　　　　　　　（90）　Nu　har　han　g芭tt．

　　　　〈もう彼は行ってしまった〈彼はもうここにいない）．〉

　　個》　　（91）　Nu　har　vi　g色eも　韮　to　t至mer．

　　　　　　　　　　　〈もう我々は2時間歩いた（歩いている）．〉

（92＞　TaR（lleegen　er　re　jst　p含　畜erie．　　　　　　（93＞　Tand｝きkaren　har　rest　p含　semes－

　　　　〈歯医者は休暇で旅行中です．＞　　　　　　　　ter．

　　q”＝：》　　（94）　＝　　（27）　Han　熱ar　re　js土　meget　i　韮andet．

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈彼はその国をよく旅行している．〉

（95）　1）e　er　flyttet　til　Sverige．　　　　　　　（96＞　｛）e　bar　flyttaも　t鼓l　Sverige．

　　　　＜彼らはスウェーデンに引っ越しました．＞

　　os》　　（97＞　Vi　har　flyttet　tre　gange　i　det　sldste　par　色r．

　　　　　　　　　　　〈我々はこの2（，3）年間に3園引っ越しました．〉

（98）　Bussefi　er　蕪ge　9含et　（／k¢rt）．　　　　　　（99）　Bussen　har　just　g芭tt．

　　　　〈バスは今行ったところです．〉

　　ぐ＝諦　　　（100）　茎　deRne　m色ned　har　jeg　tit　kのrt　til　Kのbenhavn．

　　　　　　　　　　　　〈今月，私はしばしばコペンハーゲンに（車で）行きました．〉
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（1G1）　Fuglen　　er　　f玉のje之．　　　　　　　　　　　　　　　（102）　F邑geln　　har　　flugi宅．

　　　　　〈その小鳥は飛んでいってしまった．〉

　　　＜Pt》　　　（103＞　HUB　　har　　a玉drig　　flPt　jet．

　　　　　　　　　　　　　　〈彼女は今までに（飛行機で〉飛んだことがない．〉

（圭04）　Kan　var　redet　derfra　k1．　2．　　　　　　（105）　Hdn　hade　ridit　d註r重fr含n　k｝．　2．

　　　　　　〈彼は2時にそこから馬で行ってしまった．〉

　　　　ぐ⇒　　　（106）　Ha鍛　溢avde　redet　om　eftermiddageR．

　　　　　　　　　　　　　　　〈彼は午後に（すでに）乗馬をしていた．〉

（107＞　Hun（ien　er　slupPe宅　fra　mig．　　　　　　　（108）　HuR（3efi　har　ry鶏之　ifr邑n　mig．

　　　　　　〈犬は私の手から逃げてしまった．〉

（109）　Jeg　er　bange　for，　a亀　fa∋rgen　　　　　　（110）　Jag　ar　radd　fbr　atも　far　jan　redan

　　　　　　　　allere（le　er　9δet　（／se　jle宅）．　　　　　　　　　　　　har　9含tt．

　　　　　　〈あいにく，フェリーはもう出てしまったようです．〉

（111）　Toget　var　allerede　9老het　（／k¢rt），　　〈112＞　T含9et　kade　redan　9含もt，　nar　vi

　　　　　　　　da　vi　k◎K主　もil　statioBen．　　　　　　　　　　　　　　　kGm　　till　　stationefi．

　　　　　　〈我々が駅に着いたときには，列車はすでに行った後でした．〉

（ll3）Taxaen　er　a琵erede　kommet．　　　　　（114）Taxin　har　redan　kommit．

　　　　　　〈タクシーはもう来ています．〉

（115）　Pakken　er　ikke　nds　e土　frem。　　　　　　　　（116）　Paketet　har　inte　hunnit　fram．

　　　　　　〈小包は（まだ）届いていない．＞

6．完了の助動詞の省略は不可能

　　スウェーデン語では書きことばにおいて，完了の助動詞が従属節中や，法の助動詞の後

にくる完了不定詞中で省略されることがあるが，デンマーク語ではいかなる場合にも完了

の助動詞は省略されない．

　　　　　　　　　　　　　スウx一デン語　　　　　　　　　　　　デンマーク語

（117）Vi　vet　att　han　（har）　komrait。　　　　（118）Vi　ved，　at　han　er　komme宅．

　　　　　　〈我々は彼が到着したことを知っています．〉

（119）　Nar　han　（hade）　badaも．　drack　han　　　（i20）　歪）a　han　havde　badet，　drak　han　en

　　　　　　　　eΩ　61．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ1。

　　　　　　〈彼は風器の後，ビールを1本飲んだ．〉

（121｝　［）u　skulle　（ha）　sagt　det　n色90t　　　　（122）　Du　skulle　have　sagt　det　noget

　　　　　　　　t圭digare．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fのr．

　　　　　　〈君はそれをもう少し前に書うべきだった。〉
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7．完了形と過去の一時点を示す副詞

　英謡の現在完了形は過去の一時点を示す副詞とは絶対に共起できないと言われている．

デンマーク語の現在完了形も，英語同様，過去の一時点を示す副詞と共起できないと，ふ

つう一教育的晃地から一言われている．しかし，デンマーク語の学習を進めていくう

ちに，必ずしもそうではないことが分かってくる（Jespersen　1958：384ff．，Glismann

I986　：　250£f．）。

　もちろん，過去の一時点を示す副詞が文頭（域）にくる場合には現在完了形が用いられ

ることは決してなく，過去形しか用いられない．

（i23）　I　gthr　sa　jeg　ham．〈昨日，私は彼を見ました．〉

（124）＊Igthr　har　jeg　set　ham．　（＊は葬文を示す．）

　しかし，過去の一時点を示す翻詞が文頭（域）以外（すなわち中域，後域）にくる場合

には現在完了形が可能である．

〈125）Jeg　har　set　ham　i齢r．〈私は昨臼彼を晃ました．〉

　もっとも，この（125）はi齢rという時の副詞を“Jeg　har　set　ham．”という事実上

完成した文へ，いわば後想（afterthought）として付け足したものと考えられる（Jesper－

sen　1958：385f．〉．

　このような現荏完了形と過去の一時点を示す副詞の共起は，動詞が“行為勤詞”で，文

憲が「経tw　」，r完了」の場合に可能である．

（126）Jeg　har　set　ham　i　gSr．　「経験」

（127）Jeg　har　ieest　en　bog　i齢r．〈私は昨日本を読みました．〉「経験j

（128＞Jeg　har　skrevet　min　selvangivelse　i　g色r．

　　　〈私は昨日自己串告書を書きました．〉「完了」

（129）　jeg　har　ieest　bogefi　i　gSr．

　　　〈私は昨日その本を読みました（読み終えました）．〉「完了三

　これは，過去の行為が，現在から見た視点で「～の経験がある」，「～を完了した（そ

して今完了している）3という意味で．現時点と接点があるから可能なのである．

　しかし，一方，動詞が“状態動詞”で，文意が「継続」の場合には，siden～〈～以

来〉（例：Jeg　har　veeret　syg　s　i　den　l　g6r。〈私は昨日から病気です．〉）という方法以外

には，「継続」と現時点と過玄の一時点という三者を結び付けることは不可能であり，現

在完了形と過去の一時点を示す副詞は共起できない．
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（130＞　＊jeg　har　va∋ret　syg　童g色r．

　“状態動詞”を禽む文が「継続」ではなく，「経験」を表す場合には，現在完了形が過去の事実

（経験）を表す．例：（29）Han　har　boet　l　Japan　i　tre翫．〈彼は臼本に3年間住んだことがあ

る．＞Og　det　var　i　slutningen　af　80’erne．〈そして，それは80年代の終わりのことでした．〉

と続けることができる．このことはスウェーデン語も同様である（例文（30》）．

　「往還」の動詞も含めた“推移動詞”の現在完了形が過去の一時点を示す翻詞と共起す

ることも不可能ではないが，その場合に，どういう副詞が認められるのかということはか

なり不確かであるという（cf．　Glismann　1986：251）．

（131）Peter　er　taget　til　Assens　i　sのndags．〈ペーターはこの（前の）日曜日にアセン

　　　スへ行った（そして，今はここにいない）．〉

（132）9an　er　re　js毛　土i王Assens　ヂor　en　m色ned　siden．

　　　〈彼は～月前にアセンスへ行った（そして，今はここにいない）．〉

（i33）　？　Han　er　re　jst　毛il　Assens　i　forrige　uge．

　　　　　〈彼は先週アセンスへ行った（そして．今はここにいない〉．〉

（134）　Hun　er　forsvun（let　for　flere　uger　siden．

　　　〈彼女は何週問も前にいなくなってしまった．〉

（i35）？Hun　er　forsvundet　i齢r．〈彼女は昨日いなくなってしまった．〉

（136）　Min　svoger　har　misもet　he｝e　siR　formue　for　et　par　m含neder　siden．

　　　〈私の義理の兄は二三ヶ月前に全財産を失ってしまった．〉

（137）　？　Min　svoger　har　rnistet　hele　sin　formue　i　ma　j　ra　th　ned．

　　　　　〈私の義理の兄は5月に全財産を失ってしまった．〉

　以上見てきたような現在完了形と過去の一時点を示す副詞の共起は，スウェーデン語に

も当てはまるそうであるが（G里ismann　l986：251）．それがどの程度当てはまるのかは不明

である．今後の研究課題といえよう．

8．おわりに

　本稿では，デンマーク語の完了形の特徴を，スウェーデン語の完了形との差異を念頭に

置きながら，見てきた．筆者は，スウェーデン語の完了形は〔ha＋supinum〕のタイプ

だけかと思っていたのだが，スウェーデン語には〔vara＋perfekt　particip〕による完

了形が皆無とはいえないということが．本稿執筆中に分かった（§2の注意2と例文（74）

参照）．しかし，この〔vara－1－perfekt　partiCip〕による完了形は，あまり生崖的なも
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のではないようであるが，では一体どういう動詞で，どの程度に用いられているかという

ことは，明瞭でないところがある．今後，明らかにされるべきであろう．

　本稿の執筆にあたって，デンマーク語の例文は，いっものことながら，本学客買教授の

Martin　Paludan－Meller先生にチェックをしていただいた．またスウェーデン語の例文に

関しては，本学の清水育男先生と清水Britt－Marie夫入にチェックをしていただいた上，

貴重なアドバイスをしていただいた．お礼を串し上げます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1992年5月95）
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